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「これはわたしの愛する子」

（マタイ3:13～17）

挽地茂男
2020.1.12 日本基督教団千歳丘教会

ベツレヘムで生まれ、エジプトに

下り、そのエジプトから出エジプト

して、ガリラヤのナザレの人となっ

たイエスは、成長して宣教活動を開

始します。ことを始めるに当たり、

何事でも実りある成果を上げるた

めには、それにふさわしい準備が

必要になります。本日と来週の箇

所は、主イエスの宣教の準備を描

いた場面であります。これらの箇

所は、主イエスの実りある宣教に

必要なものとして二つのもの、①

主イエスの洗礼と、②荒野の試練

を示しています。今日はまず主イ

エスの洗礼の場面です。

１３節。「3:13 そのとき、イエ

スが、ガリラヤからヨルダン川の

ヨハネのところへ来られた。彼か

ら洗礼を受けるためである。」主

イエスが洗礼者がヨハネから洗礼

を受けたという事実は、歴史的に

いって基本的な事実と考えられて

います。少数の最も懐疑的な歴史

家しか疑問視することはなかった

のです。洗礼を受けるということ

は、ヨハネに弟子入りした――少な

くとも指導に従った――ということを

意味します。主イエスは、ある一定

の期間、ヨハネの弟子であったと

考えられています。３章１１節の

「わたしの後から来る方」という

表現は、時期的な前後関係を示し

ているのではなく、弟子関係につ

いて使われる表現なのです。４章

１９節で主イエスが最初の弟子た

ちを召すときに使われたこと言葉

と同じなのです。主イエスはシモ

ン・ペトロとその兄弟アンデレ

が、ガリラヤ湖で網を打っている

のを御覧になって彼らにこう語り

かけます。「わたし（の後に）に

ついて来なさい。人間をとる漁師

にしよう」(4:19)。この「後(に)」

と同じ「後(から)」という言葉が

使われます。

主イエスが洗礼者から洗礼を受

けて彼の弟子になったということ
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に、抵抗を覚える人たちがいます。

神の子であるイエスがどうして人

間から指導を受けなければならな

いのだと考えるのです。さらに主

イエスが洗礼を受けたことに躊躇

を覚えたり、認めようとしない人

たちもいます。なぜかというと、

洗礼が「罪を赦されて、清くされ

た」ということを象徴する行為だ

からです。洗礼を受けるというこ

とは、自分に罪があることを認め

た、ということを意味します。で

すから、新約関連の文書は、時代

が後になればなるほど、「イエス

の洗礼」を書かなくなります。新

約聖書の四つの福音書の中でも、

すでにヨハネによる福音書には、

主イエスの洗礼のことが書かれて

いません。

さてマタイは主イエスの洗礼を

どうとらえているのでしょうか。

マタイによる福音書では、洗礼者

ヨハネが主イエスの受洗に異議を

唱えます。１４節。「3:14 ところ

が、ヨハネは、それを思いとどま

らせようとして言った。『わたし

こそ、あなたから洗礼を受けるべ

きなのに、あなたが、わたしのと

ころへ来られたのですか。』」ヨハ

ネはイエスを自分よりも優れた者

として認めています。先週読みま

した３章１１－１２節「3:11 わ

たしは、悔い改めに導くために、

あなたたちに水で洗礼を授けてい

るが、わたしの後から来る方は、

わたしよりも優れておられる。わ

たしは、その履物をお脱がせする

値打ちもない。その方は、聖霊と

火であなたたちに洗礼をお授けに

なる。3:12 そして、手に箕を持

って、脱穀場を隅々まできれいに

し、麦を集めて倉に入れ、殻を消

えることのない火で焼き払われ

る。」ヨハネはすでに、自分とイ

エスとの位置関係が逆転している

のを認めています。ヨハネは「水

で洗礼」を授けているが、後から

来られるイエスは「聖霊と火で洗

礼」をお授けになる。つまり今イ

エスが受けようとしている洗礼

は、本来なら受ける必要のない洗

礼を受けたということになりま

す。

洗礼者ヨハネのグループは、キ
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リスト教と近い距離にありなが

ら、ヨハネがヘロデに斬首された

後も、キリスト教とは別の独立し

たグループとして存続します。そ

のことを示すエピソードが使徒言

行録１８章２４節－１９章７節に

出てきます。

少 し 長 い で

す け れ ど も

読 ん で お き

ましょう。「1

8:24 さて、アレクサンドリア生

まれのユダヤ人で、聖書に詳しい

アポロという雄弁家が、エフェソ

に来た。18:25 彼は主の道を受け

入れており、イエスのことについ

て熱心に語り、正確に教えていた

が、ヨハネの洗礼しか知らなかっ

た。18:26 このアポロが会堂で大

胆に教え始めた。これを聞いたプ

リスキラとアキラは、彼を招いて、

もっと正確に神の道を説明した。

18:27 それから、アポロがアカイ

ア州(コリント)に渡ることを望ん

でいたので、兄弟たちはアポロを

励まし、かの地の弟子たちに彼を

歓迎してくれるようにと手紙を書

いた。アポロはそこへ着くと、既

に恵みによって信じていた人々を

大いに助けた。18:28 彼が聖書に

基づいて、メシアはイエスである

と公然と立証し、激しい語調でユ

ダヤ人たちを説き伏せたからであ

る。

19:1 アポロがコリントにいた

ときのことである。パウロは、内

陸の地方を通ってエフェソに下っ

て来て、何人かの弟子に出会い、

19:2 彼らに、「信仰に入ったとき、

聖霊を受けましたか」と言うと、

彼らは、「いいえ、聖霊があるか

どうか、聞いたこともありません」

と言った。19:3 パウロが、「それ

なら、どんな洗礼を受けたのです

か」と言うと、「ヨハネの洗礼で

す」と言った。19:4 そこで、パ

ウロは言った。「ヨハネは、自分

の後から来る方、つまりイエスを

信じるようにと、民に告げて、悔

い改めの洗礼を授けたのです。」

19:5 人々はこれを聞いて主イエ

アポロ
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スの名によって洗礼を受けた。19

:6 パウロが彼らの上に手を置く

と、聖霊が降り、その人たちは異

言を話したり、預言をしたりした。

19:7 この人たちは、皆で十二人

ほどであった。」

アポロはもともと洗礼者ヨハネ

のグループに属していたのです

が、やがてキリストを信じます。

しかし洗礼はヨハネの洗礼を受け

ていたので、新たに洗礼を受けな

かったのです。雄弁家であった彼

は、伝道者となり持ち前の弁舌に

よって人々を説得し、信徒を獲得

しその人たちに洗礼を授けまし

た。しかしアポロが授けた「ヨハ

ネの洗礼」とパウロが授けた「イ

エスの名による洗礼」には決定的

な違いがありました。それは「聖

霊」です。ヨハネの洗礼は悔い改

めの洗礼であって、聖霊の授与を

伴っていなかったのです。洗礼者

ヨハネがイエスが自分よりも優れ

ていると自覚したのもこの点でし

た。「わたしの後から来る方は、

わたしよりも優れておられる。わ

たしは、その履物をお脱がせする

値打ちもない。その方は、聖霊と

火であなたたちに洗礼をお授けに

なる」(3:11)。

ではヨハネより優れた方であ

り、洗礼も、ヨハネより優れた洗

マルコ1:9-15 マタイ3:13- 4:17 ルカ3:21-22//4:1-15

◆ イエス、洗礼を受ける ◆ イエス、洗礼を受ける ◆ イエス、洗礼を受ける
1:9 そのころ、イエスはガリラヤのナ 3:13 そのとき、イエスが、ガリラヤ 3:21 民衆が皆洗礼を受け、
ザレから来て、ヨルダン川でヨハネ からヨルダン川のヨハネのところへ

から 来られた。彼から洗礼を受けるため

である。

3:14 ところが、ヨハネは、それを思

いとどまらせようとして言った。「わ

たしこそ、あなたから洗礼を受ける

べきなのに、あなたが、わたしのと

ころへ来られたのですか。」

3:15 しかし、イエスはお答えになっ

た。「今は、止めないでほしい。正し

いことをすべて行うのは、我々にふ

さわしいことです。」そこで、ヨハネ

はイエスの言われるとおりにした。

洗礼を受けられた。 3:16 イエスは洗礼を受けると、 イエスも洗礼を受けて祈っておら

1:10 水の中から上がるとすぐ、 すぐ水の中から上がられた。そのと れると、

天が裂けて“霊”が鳩のように御自 き、天がイエスに向かって開いた。 天が開け、

分に降って来るのを、御覧になっ イエスは、神の霊が鳩のように御自 3:22 聖霊が鳩のように目に見える

た。 分の上に降って来るのを御覧にな 姿でイエスの上に降って来た。

った。

1:11 すると、「あなたはわたしの愛 3:17 そのとき、「これはわたしの愛 すると、「あなたはわたしの愛する

する子、わたしの心に適う者」という する子、わたしの心に適う者」と言 子、わたしの心に適う者」という声

声が、天から聞こえた。 う声が、天から聞こえた。 が、天から聞こえた。

ヨハ 1:32 そしてヨハネは証しし
た。「わたしは、“霊”が鳩のよう

に天から降って、この方の上に

とどまるのを見た。 1:33 わたし
はこの方を知らなかった。しかし、

水で洗礼を授けるためにわたし

をお遣わしになった方が、『“霊”

が降って、ある人にとどまるの

を見たら、その人が、聖霊によ

って洗礼を授ける人である』と

わたしに言われた。
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礼を授ける方が、いわば「受ける

必要のない洗礼」をなぜ受けたの

でしょうか。ここに主イエスの行

動原理の１つを見ることが出来ま

す。１５節。「3:15 しかし、イエ

スはお答えになった。『今は、止

めないでほしい。正しいことをす

べて行うのは、我々にふさわしい

ことです。』そこで、ヨハネはイ

エスの言われるとおりにした。」

ポイントは「正しいことをすべて

行う」です。直訳をしておきます。

「あらゆる正義(パーサ・ディカ

イオシュネー)を成就する(プレー

ロオー)ことは、われわれにふさ

わしい。」正義(ディカイオシュネ

ー)と成就(プレーロオー)はどち

らも、マタイの神学において鍵に

なるテーマです。新共同訳で「正

しいこと」と訳されている〈正義〉

(ディカイオシュネー)とは、他の

箇所においてしばしばそうである

ように、啓示された神の意志を意

味します。それまた他方「行う」

と訳されている言葉(プレーロオ

ー)は、(1)口語訳では 「成就す

る」、(2)新改訳「実行する」、(3)

新共同訳では単純に、「行う」と

訳されています。単純に「行う」

と訳してもいいのですが、正義が

成就していく、洗礼者ヨハネにと

ってもイエスにとっても神の意志

を行うことが当然であり、その神

の意志にイエスの洗礼も含まれて

いるということなのです。

イエスが洗礼を受けることが、

神の意志、啓示であるという証拠

が、洗礼を受けると即座に現れま

す。１６－１７節。「3:16 イエス

は洗礼を受けると、すぐ水の中か

ら上がられた。そのとき、天がイ

エスに向かって開いた。イエスは、

神の霊が鳩のように御自分の上に

降って来るのを御覧になった。3:

17 そのとき、「これはわたしの愛

する子、わたしの心に適う者」と

言う声が、天から聞こえた。」

この記事には、洗礼に付随して、

主イエスが神から来られた方、言
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い換えれ

ば、主イ

エスの神

的起源を

示す天か

らのしる

しが描か

れます。主イエスが洗礼を受けら

れると、まず①天が裂けます。そ

して②霊〔聖霊〕が天から鳩のよ

うに主に降ります。そして③天来

〔天から〕の声のが聞こえてきま

す。これらの事柄によって、主イ

エスの生涯に超越的な垂直の次元

が明確に導入されています。ヨハ

ネから洗礼を受けヨルダン川の水

から上ったイエスに、天が裂けて

霊が鳩のように降り、そして天か

ら神の〈声〉が､｢これはわたしの

愛する子、わたしの心に適う者」

と、主イエスの身分を保証するの

です。洗礼に際して下った〈霊〉

も、この天来〔天から〕の〈声〉

もともに主イエスの身分とその活

動が神に起源を持つこと、神的起

源を持つことの証明なのです。

この天来の声は、旧約聖書の２

つの箇所を組み合わせた混合引用

です。つまり①詩編2編の〔王様

が即位するときに用いられる〕即

位の詩編（特に７節）と②イザヤ

書42章1節の僕の派遣の言葉が混

合されて使われています。天から

の言葉。「これはわたしの愛する

子、わたしは彼を喜ぶ」（3:17）。

〔新共同訳の「わたしの心に適う

者」を、元の言葉に忠実に直訳し

て、「わたしは彼を喜ぶ」と訳し

ておきます（旧約聖書の日本語訳

の同じ訳にしておきます［70人訳

のギリシア語も同単語を使う］）〕。

この言葉の一方の言葉である、

詩編第２編。これは「王の詩編」

とよばれる詩編で、つまり王の即

位式で読まれたものです。詩編２

編の７節はこうなっています。「主

はわたしに告げられた『あなたは

[わたしの]子。今日わたしがあな

たを生んだ』」（詩2:7）。王の即位

式に際して〔そこには当然油注ぐ

という儀式も入ってくるのです

が〕、祭司と王と会衆とが交唱〔交

互に朗読〕した詩編と言われてい

ます。引用されているのは王が朗

読する部分であります。「主はわ

たしに告げられた『あなたは[わ

たしの]子。今日わたしがあなた

を生んだ』。」王はその即位に際し

て神に対して「神の子」として宣

言されています。もちろんローマ



- 7 -

皇帝や歴史上の王たちのように自

分の意のままに、人の命に至るま

ですべてを左右する権力の持ち主

としての神の子ではなく、父なる

神〔旧約聖書でも神を父と呼びま

す〕との緊密な関係において、国

政（政）を行うという意味での神
まつりごと

の子なのです。ですから父なる神

の心に叛く国政は、また民を顧み

ない政は、つねに預言者の糾弾の

的とされたのです。この詩編がも

う一つの聖書箇所と融合されて、

主イエスの洗礼の場面に用いられ

ているのです。つまり洗礼は、救

い主メシアの即位という一面を持

つのです。

さてもう一つの聖書の箇所は、

イザヤ書４２章１節です。マルコ

の使っている70人訳ギリシア語聖

書に即して訳しておきますとこう

なります。新共同訳とちょっと違

います。「見よ、わたしの選んだ

わたしの僕〔or子〕。わたしの心

が喜ぶわたしの愛する者。わたし

は彼にわたしの霊を授ける。そう

して彼は異邦人に審きを告げ知ら

せる」（イザヤ42:1）。ここに登場

するのは、「主の喜ぶ、主の愛す

る僕／子〔パイス〕」です。彼に

は霊が授けられるとも書かれてい

ます。この言葉は「神の僕の派遣」

の言葉なのです。重要な要素は四

つ、(1)神の選びと、(2)神の寵愛

〔神がこの僕を愛していること〕、

(3)神の霊が与えられること、(4)

異邦人へのメッセージの告知、の

マルコ あなたはわたしの愛する子、わたしはあなたを喜ぶ （マルコ 1:11 ）

マルコ これはわたしの愛する子。これに聞け。 （マルコ 9:7 ）

マタイ これはわたしの愛する子、わたしは彼を喜ぶ （マタイ 3:17 ）

マタイ これはわたしの愛する子、わたしは彼を喜ぶ。これに聞け。 （マタイ 17:5 ）

詩 編 主はわたしに言われた「あなたは［わたしの］子。今日わたしがあなたを生んだ。」 （詩 2:7 ）

イザヤ 見よ、わたしの選んだ僕〔 or 子〕。わたしの心が喜ぶわたしの愛する者。彼にわたしの霊を授ける。
彼は異邦人に審きを告げ知らせる。 （イザヤ 42:1 ）
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四つです。

この混合引用から理解されるの

は、主イエスの受洗が旧約的な「王

の即位」とイザヤの「神の僕の派

遣」を意味しているということで

す。「王」でありかつ「僕」であ

る存在。通常の精神では理解でき

ません。しかし「僕である王」は

新約聖書の神の子・救い主の独特

の性格をよく現しています。主イ

エス・キリストは、「僕として即

位する」という言い方も間違いで

はありません。主イエスは究極に

は人に仕える者として、「十字架

に即位する」のです。

マルティン・ルターは『キリス

ト者の自由』の冒頭でこう語りま

す。「キリスト者はすべての上に

立つ自由な主人なので、誰にも服

従することはない。キリスト者は

すべてに仕えることができる下僕

であり、誰にでも服従する。」ま

たこう語ります。「愛とは、愛し

ている人に仕え、それに服するこ

とである。キリストもそうだっ

た。」僕である王は、誰にも服従

し仕える必要にない王なのです。

しかし愛に故に「人に仕え、それ

に服する」のです。マルコによる

福音書１０章４５節の言葉。「マ

ル10:45 人の子は仕えられるため

ではなく仕えるために、また、多

くの人の身代金として自分の命を

献げるために来たのである。」主

イエス・キリストは、わたしたち

も彼のように生きるために、わた

したちと同じ洗礼を受けられたの

です。「正しいことをすべて行う

のは、我々にふさわしいことです」

(マタ3:15)。この「我々」の中に

わたしたちも入っているのです。

新しい一週間に向かって出て行き

ましょう。「主なる神を愛し、隣

人に仕え、隣人を愛し、主鳴神に

仕えるために。」祈りましょう。

2020.1.12 日本基督教団千歳丘教会


